


ちがこの橋を川への飛び込み台にするなど、水に親しむ

場となっており、四万十川流域の人々にとって豊かな生

活空間の一部ともなっている。それでも転落事故が絶え

ないことや、山間部でも抜水橋（沈下橋に対して沈まない

橋）が造られるようになったことから、その数が減って

きた。１９９６年３月に高知県が策定した「清流四万十川総

合プラン２１」では、沈下橋を生活文化的遺産とし、様々

な検討を経て２０００年には県内の４７橋について防災上また

は維持管理上支障のないものは、原則保存する方針を決

定している。沈下橋は周囲の自然景観とよく調和してい

ることから観光のポイントともなっており、地域の歴史

的社会的特性を反映した施設として、その文脈を逸脱す

ることのない修景が必要である。

四万十川流域の土地利用

四万十川流域には近代になって木材搬出のために敷設

された森林軌道の跡や鉄道橋も残り、土地利用と産業の

変遷をも物語る。現在、森林は流域面積の８３％を占め、

そのうちの約３０％が天然林で、国有林の風景林や学術参

考保護林として植生の保護が図られてもいる。また、持

続可能な林業振興への試みもおこなわれている。森林の

有する機能には土壌保全・土砂災害防止・水源涵養など

があり、河川景観の優秀さは河川構造物の少なさだけで

はなく、流域の土地利用システムとも密接である。その

意味で流域の棚田も清流四万十川にとって重要な土地利

用である。梼原町の「神在居の棚田」は作家・司馬遼太郎

が「万里の長城も人類の遺産やけど、梼原千枚田も大遺

産やな」といったことで有名。１９９２年に棚田オーナー制

度を開始し、その発祥の地としても知られている。石積

みの畦が地形に沿った曲線を美しく描き、棚田百選にも

選ばれているが、農家による耕作を維持するために区画

の大規模化が図られたところもある。形態だけでなく、

急傾斜地の斜面崩落防止や環境保全、水源涵養など国土

保全の観点からも棚田の景観を評価する必要がある。

流域の祭礼

四万十市内には中世に関白一条家の荘園があった。応

仁の乱を避けて前関白一条教房が移り住み、以後、一条

家は京風の碁盤目状の町を開いた。京都の石清水八幡宮

を勧請して不破八幡宮を建立、この地で１００年にわたり

公家文化を咲かせた。不破八幡宮の大祭では、四万十川

対岸の一宮神社に祀られている三柱の女神から花嫁をく

じで決め、女神を乗せた御輿が川を渡る。それと不破八

幡宮からの男神御輿とが河原で激しくぶつかり合って

「神様の結婚式」がおこなわれる。また、伝統行事「大

文字山の送り火」も堤防から望むことができる。

梼原町内、四万十川支流の本谷川と中の川の合流点の

山には竜王宮（海津見神社）がある。この地には海の神であ

る大蛇が女の姿でやってきたという伝説があり、竜王宮

には伊予・土佐の漁師の参拝が多かったという。山と漁

民との関係は船木の生産地と消費地、水循環の上流と下

流など生態学的な物質循環での説明も可能であろう。し

かしながら、山中の神社に寄進された漁船や川舟を見る

とき、山と川、そして海までも一体的に捉えてきた地域

の人々の生活が凝縮されているようであり、四万十川流

域の文化的景観を象徴するように思われる。（内田和伸）

図９８ 神在居の棚田（梼原町） 図９９ 竜王宮に寄進された漁船（梼原町）
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